
槌
音
高
ら
か
に
建
設
始
る

堂
々
！
六
六
〇
坪
鐵
骨
二
階
建

会
場
整
地
作
業

は
予
想

外
の
長
雨

の
た
め

ブ
ル
ト

ー
ザ
二

台
に
よ

る
懸
命
の
努
力

に
も
拘
ら
ず
多
少
遅
延
し
て
い
る
が
梅
雨
明
け
と
共
に
総
力
を
挙
げ
て
作
業
中
で

あ
る
が
裏
門
守
衛

詰
所

は
既

に
完
成
し

全
国
物

産
近

代
生
産
館

に
使
用
す

る
鉄
骨

二

階
建
六
六
〇
坪

の
建

築

は
目
下

基
礎
工
事
中
で
殆
ん

ど
完
成
鉄
骨
組

立
中
で
八

月
中

に
は
堂

々
た

る
一
大
殿

堂

が
そ

の
勇

姿
を
現
わ
す
で
し
ょ
う

。

ま
た
宮
崎
館
七
三
五
坪
も
七

月
三
十
日
入
札
を
終
り
延
岡
古

川

建
設

に
よ

り
即
日
着
工

の
は

こ
び
と
な

り
九
月
十
日
に
は
完

成

の
予
定
で
あ

る
。
其

の
他
専

売
館
、
新
聞
館
等
三
十
館
に
近

い
建
造
物
も
目
下
資
材
集
積
中

で
着
々
工
事
に
取
り
か
ゝ
り
つ

ゝ
あ
り
建
築
完
成
は
九
月
十
日

か
ら
二
十
日
の
間
に
全
館
完
成

の
予

定
で
あ
る
。

ア

メ
リ

カ
館

を

「
外
國
館
」
に

当
初
計
画
の
ア
メ
リ
カ
館
は

そ
の
後
各
国

か
ら
の
出

品
申
込

み

も
あ
る
の
で
外
国
館
と
名
称

を
変
更
し
内
容
を
豊

に
す
る
こ

と

に
な
っ

た
。
現
在
出
品
申
込

国

は
米

、
英
、

仏
、

ド
ミ

ニ
カ

セ
ー
ロ
ン
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ヤ
、
シ
ヤ
ム
、
ス
イ
ス
、

タ
イ
等
十
数
ケ
国
が
確
約
し
お

り
台
湾
も
別
途

に
一
館
を
建
て

る
予

定
で
あ
る
。
特

に
米
大
使

館
で
は
出

品
に
力

こ
ぶ
を
い
れ

ミ
セ
ス

ベ
ー
カ
ー
を
こ
の

程
帰

米
さ
せ
こ
れ
ま
で
の
出
品
展
示

よ
り
一
層
実
際
的
な
も
の
に
し

よ
う
と
予
算
獲
得
に
当
ら
せ
て

よ
る

。

今
秋
開
催

の
宮
崎
博
会
期
中

の
会
議
催
物
は

全
国

知
事
会
議

を
は
じ
め
一
四
七
件
に
達
し
参

集
人
員

は
一
五
万

を
数
へ
こ
の

人
々
々
の
宮
崎
の
秋

会
議
は
一
四
七
件
内
県
外

か
ら

の
人
員

は
十
万
と

い
う
数
字
が
出
て
い
る
。
こ
れ

等
の
受
入

れ
体
制

に
つ

い
で
は

既

に
関
係

各
所

に
於
て
細
部
の

調
査
を
す
ま
せ
業
者
側
と
共
に

拡
張
整
備
に
努
力
中
で
あ
る
。

何
し

ろ
十
万

の
県
外

客
と
云
え

七
月
二
十
五
日
発
行
の
市
報

七
国
民
保
険
の
現
状

そ
の
他

に

っ

い
で
申
上

げ
ま
し
た
が
、
今

回
は
二
十
九
年
度
の
保
険
料
に

つ
い
て
御
説
明
申
上
ま
す
。
保

険
料
の
賦
課
に
つ
い
て
は
市
条

例
に
依
つ
て
所
得
割
六
五
％
平

等
割
二

五
％
人

等
割
一

五
％

と

決
つ
て
居
り
ま
す
が
、
等
級
を

四
○
級
に
分

ち
出

来

る
丈
公
平

に
賦
課
す
る
事
を
研
究

し
従
来

は
三
〇
級
で
あ
つ
た
の
を
昨
年

か
ら
四
〇

級
に
致
し

た
次
第
で

あ
り
ま
す

。

そ

の

賦

課

の

基

礎

を

申
上
ま
す
と
本
年
の
二
、
三
、

保
險
の
月
平
均
診
療
は

一
万
六
百
五
十
四
件

四
月
の
三
ヶ
月
の
皆
さ
ん
の
医

師
に
か
ゝ
ら
れ
る
件
数
を
調
べ

ま
す
と
一
月
平

均
一
万

六
百
五

十
四
件
と
な
り
一
件

の
平
均

が

五
十
点
一
と
云
う

数

字

が

出

ま
す
。
こ
れ
を
年
間
の
平
均

と

見
積

り
ま
す
と
一
月
の

医
師
の

支
払

が
二
百
八
十
四
万

七
千
百

九
十
二
円
と
相
成
り
ま
す
。

而

し
例
年
の
統
計
を
見

ま
す

と
二
三
四
月
は
比
較
的
患
者
の

少
い
月
で
あ
り
ま
し
て
こ
れ
を

基
礎
に
し
て
は
非
常
に
危
険
で

あ
り
ま
す
が
一
昨
年
に
比
較
す

る
と
昨
年
は
皆

さ
ん

の
御
協
力

に
よ
っ

て

保

険

料

の

徴

收

成

績

が
非
常
に
良
い
結
果
を
得

て
居

り
ま
す
の
で
国

か
ら
の
補

助
が
多
少
昨
年
よ
り
も
増
額
さ

れ
る
と
見
越

し
て
居

る
次
第

で

あ

り
ま
す
。

二

十
九
年
度
の
令
書
を
本
月

皆
さ
ん
の
御
手
元
に
配
布
致
し

ま

し
た
が
、
あ
の
金
額
が
月
三

百
八
万
円
程
で
あ
り
ま
す
、
前

に
も
申
上
ま
し
た
よ
う

に
保
険

料
の
基
準
は
昨
年
通

り
で
あ
り

ま
す
。
多
少
増
額
さ
れ
た
人
も

あ

り
ま
す
が
夫
れ
は
昨
年
度
の

所

得
の
増

し
た
方
で
あ

り
ま
し

て
一
昨
年
よ
り
所
得
の
減
じ
た

（
寫
眞
は
始
つ
た
会
場

の
建
築
）

ば
会

期
中
毎
日
二

千
名
か
ら

に

な
る
の
で

こ
れ
等
の
県
外

客
が

一
人
平
均
一
、
五
○
○
円
を
落

し
た
と
し
て
も
約
一
億
五
千
万

円
の
金
が
宮
崎
市

に
転
が
り
こ

む
勘
定
と
な
る
わ
け
で
関
係
者

は
懸

命
な
努
力
中

で
あ
る
。

私

た

ち
は

労

働

や
運

動

を

す

れ

ば

す

る
ほ

ど

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

出

さ

ね

ば
な

り

ま

せ
ん

。
そ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー
を

補

う

た

め
に

は

油

の

よ

う

に

カ
ロ

リ

ー
の

高
い

も

の

を

食

べ
た

方

が

体
の

た

め

に

良

い
の

で
す

。

油
は
水
に
と
け
な
い
ビ
タ
ミ

ン
（
Ａ
・
Ｄ
・
Ｅ
）
を
と
か
し
て

油
を
食

べ
よ
う

健

康

の

た

め

に

か
ら
だ
に
運
ぶ
大
切
な
役
目
を

果
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
こ
れ
ら

の
ビ
タ
ミ
ン
を
含
む
人
参
や
青

葉
等
の
料
理
に
油
を
使
う
と
大

変
有
効
で
す
。

若
し
油
三
勺
の
替
り
に
お
米

を
食
べ
る
と
す
る
と
同
じ
カ
ロ

リ
ー
を
摂
る
の
に
御
飯
二
合
五

勺
を
と
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
換
期
で

、
キ
ウ
リ
、
ナ
ス

カ
ボ
チ

ャ
、

ト
マ
ト
、
ト
ウ

ガ
ラ

シ
、
サ
サ
ゲ
、

フ
ジ
マ

メ
、
ス
イ
カ
、
マ
ク
ワ

ウ
リ

美
濃
大
根
、
ネ
ギ
、
カ
ン
ラ

ン
、

シ
ョ
ウ

ガ
な
ど
を
収
穫

す
る
。
ま
た

ナ
ス
、
キ
ウ
リ
、

ト

マ
ト
、

カ
ボ
チ
ャ
、

マ
ク
ワ

ウ
リ
は
種
を
と
る
。
結
球
ハ

ク
サ
イ
、
桜
島
大
根
な
ど
は

野
菜
　

八
月
は
夏
か
ら
秋
へ

の

穫
は
大
小
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
葉
タ
バ
コ
（
十
一
日
ご

ろ
ま
で
）
ウ
ル
シ
、
チ
ヨ
マ
、

コ
ウ
マ
ヘ
チ
マ
、
ハ
ツ
カ
な

ど
、
秋
バ
レ
イ
シ
ヨ
は
中
旬

に
前
月
催
芽
し
た
も
の
を
定

植
す
る
。

行
う
。
ウ
リ
、
ト
マ
ト
な
ど

収
穫
の
す
ん
だ
も
の
は
抜
き

と
り
晴
天
の
日
に
よ
く
か
わ

か
し
敷
ワ
ラ
と
共
に
焼
却
す

る
。
抜
き
と
つ
た
ま
ゝ
た
い

肥
な
ど
に
積
ん
だ
り
畑
に
す

き
込
ん
だ
り
す
る
と
土
壌
伝

染
病
が
は
い
り
や
す
い
か
ら

注
意
す
る
。

大
体
上
旬
ま
き

、
前
月
練
床

に
ま
い
た
結
球
ハ
ク
サ
イ
は

本
葉
五
、
六
枚

の
こ
ろ
定
植

す
る
。
タ
マ
ネ
ギ
の
早
生
種

は
上
旬
か
ら
中

旬
に
ま

く
の

が
よ
い
。
実
施
上
の
注
意
と

し
て
は
、
サ
ト
イ
モ
、
シ
ョ

ウ
ガ
、
キ
ウ
リ
な
ど
は
乾
燥

に
弱

い
の
で
早
目
に
施
肥
十

寄
せ
を
行
い
敷
ワ
ラ
敷
草
を

お
と
な
り
の
中
国
で

は
、
日

本

人
の
十
二

倍
、
ア

メ
リ
カ
で

は

十
九
倍
、
農
業
国

デ

ン
マ
ー
ク

で
は
二
十
八
倍
の
油
を
食

べ
て

い
ま
す
。
し
か
も
日
本
の
農
民

の
平

均
は
約
一

グ
ラ

ム
し
か
食

べ
て
い
な

い
の
で

す
。
夏

は
特

に
必
要
量
の
油
を
食
べ
ま
し
よ

う
。 本

調
査
は
統
計
法
に
よ
る
指

定
統
計
に
し
て
省
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
施

行

さ

れ

ま

す

。
指
定
統
計
作
成
す

る
た
め

の
調
査
は
、
法
律
に
よ
つ
て
行

う
も
の
で
あ
り
ま
し
て
他
の
法

律

の
規
定

を
適
用
致
し
ま
せ
ん

本
調
査
の
目
的
は
商
業
の
実
態

を
明
ら

か
に
す

る
こ
と

を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
本
調

査
は
国
内

に

お
け
る
商
業
者

を
確
実

に
把
握

し
て
商
業
者

の
分

布
状
況

、
活

動
状
況
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
最
も
有
効
な
統
計
を
作
成
す

る

た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
で
も

一
、
調
査
の
種
類

本
調
査
は
、
甲
調
査
と
乙
調

査
に
分
類
れ
さ
ま
す
。

１
、
甲
調
査
は
法
人
組
織
に

よ
る
商
店
お
よ
び
常
用
労

働
者
を
使
用
し
て
い
る
法

り
ま
し
て
、
こ
の
調
査
の
結
果

と
し
て
商
業
統
計
表
は
通
商
産

業
、
行
政
上
資

料
と
な

る
ば
か

り
で
な

く
国
の
経
済
施

策
上

の

資
料
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
あ

り
ま
す
。

以
上
の
目
的
の
た
め
の
重
要

な
基
本
調
査
の
一
つ
で
あ
り
、

本
調
査
は
統
計

上
の
目

的
以

外

に
使
用
で
き
な
い
こ
と
を
法

律

に
保
護
さ

れ
て
居

り
ま
す
。

（
課
税
、
犯
罪
の
検
挙
、
配

給

の
資
料
等
に
使
用

す
る
こ
と
は

法
で
禁
し
ら
れ
て
い
る
）
こ
の

度
の
商
業
調
査
は
調
査
員
が
各

商
店
毎
訪
問
致
し
ま
す
か
ら
調

査
票

に
掲
げ
る
事
項

に
つ

い
て

事
実

を
申
告
下

さ
る
よ
う
願
い

ま
す

。

全
国
一
齊
に
商
業
調
査
を
實
施

九
月
一
日
午
前
零
時
現
在
で

市

教
育
委
員
会
保
健
体
育
課

で
は
八
月
二
十
九
日
午
後
一
時

か
ら
県
立
図
書
館
ホ
ー
ル
で
ラ

ジ
オ
体
操

コ
ン
ク
ー
ル
と
映
画

ラ
ジ
オ
体
操
と

映
画
の
夕

ス
ポ
ー
ツ
便
り
!
!
の
夕

を
催
す

る
事
に
な
り
ま
し

た
。

実

施
方
法

は

一
、
一
チ
ー
ム
十
名
～
五
名
以

上
と
し
、
市
内
在
住
者
に
限

り
ま
す
。

二

、
出
場
チ

ー
ム
の
編
成

は
自

由
で
第
一

、
第
ニ

ラ

ジ
オ
体

二
百
九
十
六
万
円
と
増
額
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
一
千
五
百

万
円
貰
へ
な
い
と
赤
字
の
慮
が

あ
り
ま
す
が
昨
年
の
徴
収
成
績

が
お
蔭
で
予
定
通
り
八
○
％
を

越
え
ま
し
た
の
で
大
体
予
定
通

り
貰
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

つ
て
居
り
ま
す
。

保
險
は
皆
さ
ん
の
保

險
で
す
こ
れ
を
良
く
す
る
の

も
悪
く
す
る
の
も
皆
さ
ん
の
御

協
力
に
か
ゝ
つ
て
居
り
ま
す
、

成
績
が
よ
け
れ
ば
国
の
補
助
も

増
し
保
険
の
給
付
も
次
々
と
改

善
出
来
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
今

は
医
師
に
対
し
て
も
そ
の
他
に

人

に
対
し
て
は
勿
論
保
険
料
は

減
額

さ
れ
て
居
り

ま
す
。
茲
で

御
了
解
願
つ
て
置
き
度
い
事
は

保
険
料
以
外

の
税

金
等
に
は
基

礎
控
除
や
扶

養
控
除
か
お

り
ま

す
が
保
険
は
如
何

な
る
壮

年
者

亀
乳
幼
児
で
あ
つ
て
も
八
十
歳

の
老
人
で
も
医
療
費
に
は
何
等

の
差
別
は
あ

り
ま

せ
ん
の
で
一

切
の
控
除
は
致
し
ま
せ
ん
の
で

そ
の
世
帯
の
総
所
得

と
人
数
を

対
象

に
し
て
居

り
ま
す
か
ら
御

了
解
下

さ
い
ま
す
よ

う
願
い
ま

す
。
茲
に
国

か
ら
の
補
助
を
ど

れ
位
か
を
説
明
申
上
ま
す

が
二

十
七
年
度
は
五
百
十
六
万
一
千

七
百
円

、
二
十
八
年
度
は
一
千

操
何
れ
で
も
可

三

、
出
場

チ
ー
ム
は
、
チ

ー
ム

名
、
氏
名
、
年
令
、
職
業

を

明

記
の
上
八
月
二
十

日
迄
に

市

保
健

体
育
課

宛
お
申
込
み

下

さ
い
。

人
組

織
に
よ
ら
な
い
商
店

の
販
売
額
、
修
理

料
そ
の

他
サ

ー
ビ
ス
料
、
営
業
支

出
額
等

に
つ
い
て
、
昭
和

二
十
八
年
九
月
一
日
か
ら

昭
和
二

十

九
年
八
月
三
十

一
日
ま
で
の
一
ヶ
年
間
の

実

績
を
調
査
し

ま
す

。

２
、
乙
調
査
は
、
甲
調
査
以

外
の
商
店
で
調
査
事
項
の

う

ち
「

商
品
販
売
額
等
」

は
昭
和
二
十
九
年
八
月
一

日
同

八
月
三
十
一
日
ま
で

の
一
ヶ
月
間
の
販
売
実
績

を
調
査

し
ま
す

。

二
、
調
査
事
項

１
、
甲
調
査

①
商
店
名
②
商
店
所
在
地

③
本
支
店
の
区
別
④
商
店

の
開
設
年
⑤
経
営
組
織

⑥
業
態
⑦
業
名
⑧
売
場
面

積
⑨
商
品
保
管
施
設
の
面

積
⑩
従
業
者
数
⑪
資
金
借

入
先
⑫
商
品
仕
入
先
⑬
商

品
の
仕
入
お
よ
び
販
売
方

法
⑭
商
品
販
売
額
の
販
売

先
別
割
合
⑮
商
品
の
年
間

販
売
額
⑯
商
品
手
持
額

⑰
手
数
料
そ
の
他
の
サ
ー

ビ
ス
料
⑱
営
業
支
出
額

⑲
帳
簿
組
織

２
、
乙
調
査
①
商
店
名
②
商

店
所
在
地
③
従
業
者
数

④
業
名
⑤
商
品
販
売
額
等

⑥
商
品
手
持
額
の
商
品
販

売
額
に
対
す
る
割
合

対
し
て
も
少
し
の
未
払
も
あ
り

ま
せ
ん
。
医
師
会
か
ら
も
全
面

的
に
協
力
さ
れ
て
居
り
ま
す
ど

う
か
こ
の
上
な
が
ら
の
御
協
力

を
願
つ

て
や
み

ま
せ
ん
。

一
三
日
旧
盂
蘭
盆
法
要

視
覚
教
育
青
島
地
区

一
四
日
視
覚
教
育
青
　
　
区

一
五
日
終
戦
記
念
日

視
覚
教
育
青
島
地
区

一
六
日
国
体
選
手
壮
行
会

視
覚
教
育
納
屋
ヶ
平

一
七
日
国
体
選
手
出
発
、
中
小
企

業
振
興
対
策
審
議
会

視
覚
教
育
木
花
地
区

一
八
日
視
覚
教
育
木
花
地
区

一
九
日
視
覚
教
育
木
花
地
区

一
一
日

畜
席
講
習
会
（
和
牛
）

視
覚

教
育
佐
地
区

一
二
日
漁
業
調
整
委
員
選
挙
、

教
職
員
体
育
指
導
者
講
習

会
　

視
覚
教
育

青
島
地
区

四

日
五
日

六
日

七
日

八
日

九
日

三
日

視
覚
教
育
倉
岡
地
区

青
少
年
指
導
者
講
習
会

視
覚
教
育
倉
岡
地
区

定
例
教
育

工
場
診
断
開
始
（
月
末

迄
視
覚
教
育
倉
岡
地
区

市
有
墓
地
の
清
掃

視
覚
教
育
古
城
地
区

市
民
夏

季
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

決
勝
・
納
涼
盆
踊
大
会
・

立
秋
・
視
覚
教
育
檍
地

区
・
視
覚
教
育
信

地
区

薄
板
貼
付
講
習

会
花
火

大
会
視
覚
教
育
檍
地
区

一
日
災

害
工
事

農

林

省

査

定

、
公
明
選
挙
常
時
推

進
運
動
（
月
末
迄
）

視
覚
教
育
瓜
生
野
地
区

二

日
市
税
納
付
督
励（

五
日
迄
）

差
押
物
件
引
揚
（
三
十
一

日
迄
）
腸
パ
ラ
予
防
接
種

昆
虫
一
齊
駆
除
、
国
保
啓

蒙
家
庭
看
護
及
び
育
児
講

習
会
並
映
写
会
（
各
部
落

月

間
）

視
覚
教
育
瓜
生
野
地
区

三

日
ラ
ヂ
オ
体
操
講
習
会
（
宮

小
）
　
直
診
事
務
研
究
会

（
於
都
長
町

）

視
覚

教
育
瓜
生
野
地
区

二
三
日

二
四
日

二
五
日

二
六
日

二
七
日

二
八
日

塗
装
技
術
講
習
会

文
化
芸
能
協
会
設
立
準

備
委
員
会

馬
の
流
産
予
防
指
導

ラ
ヂ
オ
体
操
映
画
の
夕

保
健
婦
研
修
会

二
二
日
視
覚
教
育
大
宮
地
区

二
○
日二
一
日

視
覚

教
育
木
花
地
区

婦
人
指
導
者
講
習
会

視

覚
教

育
家
一
郷

二
九
日

三
○
日
保
健
婦
看
護
講
習
会

三
一
日
市
民
税
県
民
税
出
張
徴
収

第
二
回
ラ
ミ
ー
品
評
会
審

査
（
倉
岡
支
所
）

８
月
の
農
事

こ
よ
み

作
物
　
八
月
に
種
ま
き
す
る
の

は
秋
ソ
バ
（
中
旬
ま
で
）
收
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て
大
人
と
一

緒
に
な
つ
て

や

り
ま
し
よ
う

◎
強
力
な
花
火
は
川
、
空
地
、

広
場
等
燃

え
昜

い
も
の
の
な

い
と
こ
ろ
で
や
り
ま
し
よ
う

◎
花
火
が
す
ん
だ
ら
残
火
の
な

い
よ
う
に
跡
を

た
し
か
め
ま

し
よ
う

◎
人
の
前
で
花
火
を
も
つ
て
す

る
こ
と
は
大
変

危
険
で
す

荻
原
均
　
宮
田
忠
博
　
小
川
芳

兼
　

二
宮
信
行
　

寺
田
一
明

齊
野
平

幸
雄
　

長

渡
厚
　

藤
田

洋
郎
　
齊
藤

政
広
　

原
田
秀

史

浜
山
繁
樹
　
下
田
　
雄
　
長
友

量
　

仙
波
敏
青
　
　
　

虎
五
郎

田
爪
隆
男
　

金
丸
英
二
　

笠
井

光
智
　
中
原
峰
　
横
山
善
宣

池

田
芳
昭
　
尾
崎

善
人
　

若
松

達
夫
　
富
永
吉
富
　
石
田
畩
藏

常

盤
靖
里
　

真
方
清
美
　
伊
達

昭
男
　

長
友
喜
一

郎
　

吉
光

春

義
　

横
山
登
　

三
宅
達
男
　

福

元
明
　

落
合
昭
七
　

戸
高
光

守

大
坪
裕
　
藤
本
広
幸
　
黒
木
重

満
　
島
津
恒
明
　
鬼
束
利
継

野
田
吉
康
　

井
上
康
雄
　

伊
藤

勝
　
大
塚
孝
　
二
宮
晴
彦
　
伊

島
二

三
男
　

湯
浅
邦
彦
　
小

玉

一
　

伊
藤
勅
弘
　
川
越

敏
夫

平

岡
健
二
　

大

野
義
文
　

横
田

正
夫
　

日
高
繁
雄
　

太
田
原
昌

昭
　

安
井
暉

芳

杉
博
治
　

宮
崎
明
　

富
田
和
夫

益
崎
美
守
　

杉
元
幹
生
　

金
丸

博
　
阿
部
剛
　
駒
山
勝
行
　
高

妻
理
一
　
日
高
義
泰
　
山
田
良

一
　

末
吉
和
男
　
北
谷
東
二

花
田
重
美
　
広
繁
郁
也
　
田
中

保
　
長
友
道
生
　
倉
本
勇
吉

堂
領
喜
三
次
　
黒
木
昭
信
　
日

高
千
尋
　

甲
斐
昇
　
　

野
安
正

河

野
英
明
　

横
山
長

生
　
白
波

隆
志
　
矢
野
定
美
　
中
俣
無
事

生
　
谷
口
剛
　

仁
田
脇
忠
光

川
越

守
　

金
丸
周
平
　

野
田
信

夫
　
大
野
光
俊
　
後
藤
恒
美

果
岩
政
浩
　

安
原
利
昌
　

藤
田

実
朗
　

鷲
尾
恭
平
　

高
山
売

桜
田
忠
男
　
安
藤
彰
　
厚
池
新

一
　

中
井

久
年
　

金
丸

幸
輔

去

る
四
月

、
二
九
年
度
第
一

次
分
と
し
で
募
集
し
ま
し
た
本

市
関
係

の
陸
上
自
衛
隊
員
（
当

時
保

安
隊
員
）
の
合
格
者
が
決

定
し
ま
し
た
。

合
格
者
は
次

の
通

り

内
田
雅
介
　
伊
藤
三
郎
　

松
本

和
雄
　
関
屋

良
範
　
沼
田
祥
次

重
永
圭
一
　
有
川
貞
仁
　
矢
野

哲
三
　

山
下
国
雄
　

近
藤
健
治

工

藤
高
志
　
西
郷
龍
一
　

甲
斐

似
光
　

金
丸
康

盛
　
横
田
光
雄

注
連
本
善
彦
　
田
原
順
一
　
野

陸
上
自
衞
隊
員

合
格
者
決
る

ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

公
明
選
挙
に
関
す
る

健

全
な
民
主
政
治

の
発
展

は
国
民

の
ひ
と
し
く
ね
が
う

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
に
は
そ
の
根
源
と
な
る
選

挙
の
公
明
化
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

国
民
一
人
一
人

が
常
に
政

治
に
対
し
深
い
関
心
を
も
ち

正

し
い
一
票
を
行
使
し
て
こ

そ

、
よ
き
社
会
、
よ
き
国
家

を
つ

く
り
得

る
こ
と

が
で
き

ま
す
。

來
春
一
斉
に
行
わ
れ
る
地
方
選
擧

は
国
民
に
身
近
な
選
挙
と

し
て
ま
こ
と
に
重
大
な
意
義

を
も
つ
も
の
と
い
え
ま
す
。

こ
の
意
味
か
ら
し
て
次
の
要

領
に
よ
り
ポ
ス
タ
ー
作
品
の

募
集
を
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
◎
テ
ー
マ
＝
公
明
選
挙
の
実

現
を
強
調
し
た
も
の
か
、

又
来
春
行
わ
れ
る
地
方
選

挙
の
重
要
性
を
表
現
し
た

も
の
◎
応
募
資
格
＝
全
国
小
学
校

児
童
、
中
等
学
校
、
高
等

学
生
生
徒
（
一
人
一
点
）

◎
締
切
期
日
＝
九
月
十
日

◎
提
出
先
＝
市
選
挙
管
理
委

員
会
◎
色
彩
＝
四
色
以
内
の
こ
と

◎
大
き
さ
＝
　
長
さ
五
四
糎

幅
三
八
糎
又
は
　
　
長
さ

七
六
糎
、
幅
五
四
糎

◎
賞
状
＝
自
治
庁
長
官
並
び

に
文
部
大
臣
賞

△
一
等
　
賞
状
　
一
万
円

△
二
等
　
賞
状
　
五
千
円

△
三
等
　
賞
状
　
二
千
円

◎
発
表
＝
十
月
上
旬

六
、
送
り
先

五
、
其
の
他

入
選
作
品
に
対
し
て
の
版

権
は
主
催
者
側
に
あ
る
こ

と
、
応
募
原
稿
は
戻
さ
な

い
。

宮
崎
博
事
務
局

（
宮
崎
市
別
府
町

、

県
産
業
奨
励
館
内
）

宣
伝
部
宛

招
ね

か
な
い
よ
う
に
大
人
の
方

も
花
火
遊
び
に
気

を
付

け
行
屈

い
た
指
導
を
し
て
下

さ
い
。

そ
の

た
め
に
、

◎
子
供
ば
か
り
の
花
火
は
や
め

せ
つ
か
く
の
樂
し
み
が

思
い
が
け
な
い
不
幸
を

に
よ
つ
て
は
家
の
中
に
飛
び
こ

ん
で
火
災
を
引
起
す
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す

。

夏
の
夜
の
楽
し
み
と
し
て
子

供
だ
ち
の
花
火
遊
び
が
だ
ん
だ

ん
多
く
な
つ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
子
供
た
ち
の
遊
び

だ
か
ら
と
い
つ
て
安
心
は
で
き

ま
せ
ん
。
遊
び
方
に
よ
つ
て
は

非
常
に
危
険
が
と
も
な
い
、
毎

年
花
火
の
た
め
に
被
害
者
が
出

て
お
り
ま
す
。
と
く
に
最
近
は

強
力
な
打
上
げ
花
火
が
売
出
さ

れ
て
お
り
、
場
所
や
打
上
げ
方

花
火
遊
び
に
御
注
意

危
な
い
子
供
の

審
査
の
結
果
一
等
三
千
円
（
一

編
）
二
等
二
千
円
（
二
編
）
三

等
一
千
円
（
三
編
）
佳
作
（
若

干
名
）
ほ
か
に
応
募
者
全
員
に

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

体
驗
談
を
募
集

わ
が
家
の
家
計
簿

県

貯
蓄

推
進
協
議
会
で
は
宮

崎
放

送
局

と
共
催
で
「
わ
が
家

の
家
計
簿
」
体
験
談
を
募
集
中

で
す

。
締
切
は
十
一
月
三
十
日

で
す

が
内
容

は

①
ど
う
い
う
動
機
で
い
つ
家

計

簿
を
つ
け
は

じ
め

た
か
、

②
ど
ん
な
家
計
簿
を
使
っ
て

い
る
か
、
③
わ
が
家
の
収
支

と
貯
蓄
、
④
家
計
簿
を
つ
け

は
じ
め
た
こ
と
に
よ
つ
て
家

計

や
生
活
が
改
善
さ
れ
た
点

⑤
家
計
簿
を
つ
け
て
見
て
最

も
苦
心
し
た
こ
と
な
ど
。

本
文

字
数
は
二
千

字
程
度
で
、

原
稿

に
住
所
氏
名

、
職
業
の
ほ

か
家
族
の
年
令

、
職
業
就
学
状

況

を
付
記

、
出
来

れ
ば
収
支
表

を
添
え

る
と
よ

い
、
送
先

は
日

銀
宮
崎
事
務
所
（
宮
崎
市
橘
通

一
丁
目
）
発

表
は
十
二
月
下

旬

八
月
中
旬
ご
ろ

四
、
入
選
作
品
発
表

当
選
作
　

一
篇

一
〇

、
〇

〇
〇
円

佳
　

作
　

三
篇
一

、
〇
〇
〇
円

計
　
　
　
一
三
、
〇
○
〇
円

三
、
賞
金

十
目
付
消
印
あ
る
も
の
は

有
効
）

八
月
十
日
迄
（
但
し
八
月

二
、
締
切

イ
、
平
易
な
民
謡
の
も
の

（
郷
土
色
を
含
み
情
緒
豊

か
な
も
の
）

四
節
以
上
と
し
原
稿
に

は
住
所
氏
名
を
附
記
す

る
こ
と
。

一
、
應
募
規
定

し
た
、

宮
崎
博
覧
会
事
務
局
で

は
、
今
秋
開
催
さ
れ
る
南

国
宮
崎
産
業
観
光
大
博
覧

会
に
因
み
一
般
に
愛
唱
さ

れ
る
よ
う
な
宮
崎
博
音
頭

を
募
集
す
る
事
に
な
り
ま

宮
崎
博
音
頭

歌
詞
募
集

岡
、
児
湯
。
東
臼
杵
、
西

臼
杵
の
各
郡
で
あ
り
ま
し

て
定
員
は
三

人
で

欠

員

の
数
が
二
人
以
上
に
な
っ

た
と
き
は
、
そ
の
事
由
が

生
じ
た
日
か
ら
四
十
日
以

内
に
補
欠
選
挙
を
行
い
ま

す
。

総
選
挙
も
補
欠
選
挙
も

選
挙
の
期
日
前
二
十
五
日

前
に
公
示
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
し
て
、
こ
の
公

示
が
立
候
補
届
、
選
挙
運

動
、
不
在
者
投
票
（
補
充

選
挙
人
名
簿
の
調
製
）
等

の
選
挙
に
関
す
る
基
礎
と

な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

は
一
、
二
区
に
分
れ
て
い

ま
し
て
一
区
は
宮
崎
、
延

一
、
選
擧
區

（
宮
崎
県

の
場
合
は
、
そ
の
満
了
日

の
前
三
十
日
以
内
（
こ
の

事
由
が
国
会
開
会
中
又
は

国
会
閉
会
の
日
か
ら
三
十

日
以
内
に
な

る
と
き
は
閉

会
の
日
か
ら
三
十
一
日
以

後
三
十
五
日
以
内
）
に
、

解
散
の
場
合
は
、
解
散
の

日
か
ら
四
十
日
以
内
に
総

選
挙
を
行
い
ま
す
。

一
、
衆
議
院
議
員

は

任
期
満
了
（
任
期
四
年
）

選
挙
は

私
達
国
民
の
代
表

者

を
自
由
に
選

び
出
す
と
こ

ろ
の
一

連
の
行
為
で

、
選
挙

の
期
日
の

告
示
（
公
示
）
か

ら
始

ま
る
の
で
あ

り
ま
す
が

選
挙
の
期

日
を
告
示
（
公
示
）

す

る
の
に
は
そ
の
事
由
が
な

け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
今
度

は

そ
の
事
の
内
衆
議
院
議
員

に

関
す
る
部
分
に
つ
い
て
説
明

致
し
ま
し
よ
う
。

選

挙
の
事
由
と

告
示
（
公
示
）

撒
布
前
田
に
流
れ
入
る
水
は

止
め
て
撒
布
し
、
そ
の
後
二
昼

夜
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す

撒
布
後
多
少
雨
が
降
っ
て
も

殆
ん

ど
効
果

に
変

り
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
使
用
し

た
容
器
、
暗

霧
器
等
は
温
湯
で
洗
い
、
更
に

石
け
ん
水
、
又
は
重
ソ
ウ
水
で

よ
く
洗
い
ま
す
。

撒
布
に
あ
た
つ
て

少
量

の
水
で
よ

く
練
り
、
反

当
り
四
～

五
斗
の

水
に
入

れ
て

充
分

か
き

ま
ぜ
て
か
ら
使
用
し

ま
す
。
撒
布

前
に
容
器
中
で
沈

降
し

た
と
き

は
均
等

に
撒
布
し

で
も
結
果
は
不
均
一

に
な

る
か

ら
噴
霧
器
に
入
れ
る
た

び
に
よ

く
ま

ぜ
て

く
だ

さ
い
。

調

整

法

水

に
よ

く
溶
け
る
の
に
比

べ
て

「
水
中
２
・
４
―
Ｄ
」
は
溶
け

に
く
く
、
水
田
に
撒
布
す
る
と

粒

子
は

水
中

に
徐

々
に
降
下

し

離
草
は
附
着
し
て
有
効
残
分
が

そ
の
ま
ま
吸
収
さ
れ
て
殺
草
効

果
を
現
わ
し
ま
す
。
効
果
は
い

ま
ま
で
の
も
の
と
同

じ
で
す

が

水
中
で
作
用
す
る
関
係

上
や
や

遅

効
性

で
、
根
の
組

織
が
犯
さ

れ
て
い
て
も
、
依
然
と
し
て
草

が
生

々
と
し
て
い
で
効
果

が
な

い
よ
う

に
思

わ
れ

る
こ
と
が
あ

り
ま
す

。

一

般
に
水
温
、
気
温
が
低
い

場
合

は
効
果
が
少
く
な

る
こ
と

は
い
ま
ま
で
の
２
・
４
―
Ｄ
と

変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
注

意

し
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

は
流
れ
の
あ

る
田
で
は
薬
礼
流

れ
る
の
で
効
果

が
少

く
な
り
ま

す
。

中

旬
か
ら
八
月
末
ま
で
が
最

月

も
適
し
て
い
ま
す
。

つ
た
切

―
六
月
か
ら
八
月
末
ま

で
が
最

も
適
し
て

い
ま
す
。

間
伐

―
樹
木

の
最
生
長
期

、
ス

ギ
二
○
年
生
～
三
〇
年
生
。
ヒ

ノ
キ
二
五
年
生
～
三
五
年
生
。

マ
ッ
一
五
年
～
二
五
年
生
の
頃

。
年
一
回
間
伐
は
八
月
中
が
最

も
よ
く
、
年
二
回
間
伐
は
七
月

と
九
月
が
最
適
で
す
。
尚
、
強

度
の
間
伐
は
森
林
被
害
（
腐
虫

害
）
を
蒙
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
で
き
る
だ
け

さ
け
て
下

さ

い
。

八
月
末
ま
で
が
最
適

造
林
地
の
手
入
は
八
月
末

に

か
け
て

が
最
も
大
切
な

時
期
で

す

。
特

に
今
春
植
付
け
た
造
林

地
及

び
最
近
二
、
三
年
間
に
造

林
を
行
つ
た
と
こ
ろ
の
植
栽
木

は

ま
だ
小

さ
い
の
で
、
雑
草
灌

木

が
お
い
立
つ

と
、
生
育

が
悪

く
な
る

ば
か
り
で
な

く
、
良
質

の

木
材
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
な

樹

木
に
し
て
し
ま
い

、
時

に
は

枯
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
折

角
努
力
し
て
つ
く
つ
た
造
林
地

を
台
無
し
に
し
な

い
よ
う
に
、

下
刈
、
つ
た
切
、
間
伐
は
必
ず

実
施
し
ま
し
よ
う
。
下
刈
―
五

造
林
地
の
手
入
れ

殺
草
作
用
と
効
果

こ
れ
ま
で
の
２
・
４
―
Ｄ
は

い
ま
ま
で
水
中

に
没

し
た
雑

草
に
は
効

め
が
な
か
っ
た
２

・

４
―
Ｄ
に
か
わ
っ
て
、
新
ら
し

く
水
中
２
・
４
―
Ｄ
が
登
場
し

ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
殺
草
剤

に
つ
い
て
そ
の
効
能
や
使
用
法

を
御
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

2
4
―
Ｄ
の
登
場

雜
草
駆
除
に
新
藥

る

べ
き

も
の
で
繁
殖
率
が
多
い

の
で
大
面

積
に
わ
た
っ

て
枯
死

さ
せ
る
事
が
あ
り
ま
す

。
こ

れ

は

六
月
か
ら
八
月

ご
ろ
松
山

に

行
く
と
地
上
に
鋸
屑
状
の
虫
糞

が
散
乱
し
て
い
る
の
で
容
易
に

発
見
が
出
来
ま
す
。
こ
の
防
除

は
Ｂ

Ｈ
Ｃ

、
叉
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
等

の

粉
剤
一
町
歩
当
り
三
〇
瓩
～
四

〇
瓩
を
撒
布
す
れ
ば
よ
い
。
又

天

敵
と
し
て
小

島
類
、
カ
ケ

ス
、

ク
ワ
ツ
コ
ウ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、

ヒ

ヨ
ド
リ
等
は

好
ん
で
松
毛
虫

を
喰
食
す
る
の
で
之
等
有
益
ふ

鳥
の
繁
殖
を
促
す
る
事
も
必
要

で
す
。

森
林
害
虫

の
中
最
も
恐
れ

松
毛
虫
は
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ

マ
ツ
等
に
好
ん
で
喰
外
し
宮
崎

市
に
於
て
も
一
ツ
葉
浜
の
ク
ロ

マ
ツ
等
に
多
数
発
生
し
て
葉
を

喰
い
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
全
葉

を
食
い
荒
し
葉
の
全
然
つ
い
て

い
な
い
松
の
木
を
見
る
事
が
あ

り
ま
す
。

絶

好

の
季

節

で

す

松

毛

虫

防

除

に

も
早
く
発
見
し
て
数
の
少
な
い

間
に
防
除
す
る
事
が
第
一
で
山

林
所
有
者
だ
け
で
な

く
、
一

般

の
方
も
こ
の
松
毛
虫
の
発
生
を

発

見
し
た
な
ら
す

ぐ
に
市
農
林

水
産
課
え

お
知
ら
せ
下

さ
い
。

松
毛
虫
は
何
と
云
つ
て

“
觀
光
へ
の
宮
崎
”

そ
れ
は
…
眞
実
の
サ
ー
ビ
ス

“
宮
崎
は
古
い
神
話
と

伝
説
の
都
”
そ
し
て

今
は
新
ら
し
い
躍
進
都
市
、
観

光

都
市

と
し
て
発

展
し
て
お
り

ま

す
。

観
光
事
業
は
真
実

の
意

味
の

サ

ー
ビ
ス
と
い
わ
れ
ま
す
が

〃
真
実
の
意
味
の
サ
ー
ビ
ス
〃

と
い
う
美
し
い
袋
か
ら
「
観
光

は
宮
崎
県
へ
」

の
合

い
言
葉

が

生

れ
て
く
る
の
だ

と
思

い
ま
す

は
観
光
と
は
旅
で
あ
る
と
言
い

ま
す
。
「
な
ー
に
物
見
遊
山

さ
」
と
い
う
人
も
お
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
ば
は
ど
ち
ら

も
当
を
得
た
言
葉
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

テ
イ
ー
ン
エ
イ
ジ
ヤ
の
人
達

の
意
見
も
聴
い
て
見
な
い
と
判

り
ま
せ
ん
が

。
「
旅
は

道

づ

れ
、
世
は
情
」
と
い
う
古
い
庶

觀
光
と
は
果
し
て
何

な
の
で
し
よ
う
或
る
人

「
観
光
の
宮
崎
」
と
題
し
て
今
月
号
の
市
報
か
ら

観
光
宮
崎
へ
の
路
を
訪
ね
て
見
る
こ
と

に
し
ま
し

た
。

こ
の
路
は
観
光
宮
崎
を
以
つ
て
自
負
す
る
宮

崎
へ
通
じ
る
理
解
と
協
力
の
路
な
の
で
す
。
皆
さ
ん

と
一
緒
に
こ
の
路
を
訪
ね
る
と
共
に
観
光
と
は
…
を

研
究
し
て
行
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

民
哲
学

が
今
日
ま
だ

生
き
て
い

ま
す

。

観
光
と
は
旅
で
、
旅
は
人
の

情
で

、
人
の
情
と
は
人
間
の
真

情
の
発
露
で

。
そ

れ
即

ち
サ

ー

ビ
ス
で
す

。
と
ま

わ
り
く
ど
い

こ
と
を
い
つ
た
人
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
三

段
論
法

を
単
純

化

す
る
と
「
観
光
事
業
は
サ
ー
ビ

ス
事
業
で
あ
る
」
と

い
う
解
し

や
く
を
す

る
こ
と

が
で
き
る
よ

う
で
す

。
し
か
し
こ
れ
で
は
甚

だ
接
客
業
め
き
ま
す
か
ら
「
観

光
事
業
は
真
実

の
意

味
の
サ

ー

ビ
ス
事
業
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と

ば
を
作
り
だ
し
て
見
ま
し

た
。

つ
と
　
　
考
え
て
見
な
く
て
は

な
り
ま

せ
ん
。

「
皆
様
！
ビ
ロ
ー
樹
茂
る
南
国

宮
崎
へ
、
ヒ
エ
ツ
キ
節
の
宮
崎

「

眞

実

の

意

味

の
サ

ー

ビ

ス

」

こ
の
こ
と
ば
を
も

シ
ス
に
満

ち
て

お
り
ま
す
」

と

呼

び
か
け
て
い
る
の
に
そ
の
宮

崎
で
あ
げ
底

が
出

た
り

、
行
過

ぎ
的

な
土
産
品
売

り
な
ど
が
ヒ

ン
シ
ユ
ク
を
か
つ
た
と
し
た
ら

…
…
折
角
人
情
の

シ
ャ
ワ

ー
を

浴
び
た
観
光
客
が
ま
だ
洗
い
切

ら

ぬ
間
に
と
び
だ
し
た

よ
う
な

割
切
れ
な
い
も
の
を
抱
い
て
は

「
宮
崎
は
皆
樣
心
の
ふ

る
さ
と
」
「
人
情
の
オ
ア

へ
ど
う
ぞ
」

観
光

バ
ス
ガ
イ

ド

が
立
通
し
で
サ
ー
ビ
ス
こ
れ
つ

と

め
て
も
観
光
客
に
対
し
て
も

た
つ
た
一
人
の
無
表
情
な
顔
が

そ

の
フ
ン
イ
キ
を
こ
わ
さ
な
い

と

も
限

り
ま
せ
ん

。

た
つ
た
一
人
の
美
し
い
行
為

が
観
光
宣
伝
に
一
役
買
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な

こ
と
か

ら
真
の
観
光
の
実
は
協
同

事
業

で
な

く
て
は
挙

が
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

大
変
で
す
。

必
然
の
こ
と
だ
な
ど
ゝ
ご
ま

化
し
て
い
て
は
坊

主
袈
裟
の
諺

ど
お
り
「
二
度

と
宮
崎
へ
…
」

に
な

り
か
ね
ぬ
の
だ
か
ら

観
光

地
た
ら
ん
と
す
る
宮
崎
に
と
つ

て
こ
れ
ほ

ど
辛
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

さ
で
よ
う

や
く
「
観
光

事
業

と
は

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
る
」

と
い
う
結
論
を
つ
か
み
だ
し
た

よ
う
で
す
。
（
な
に
か
ま
だ
物

足

り
な
い
気
が
し
ま
す
が
）

観
光
地
宮
崎
の
地
盤
に

た
つ
て

″
真
実

の
意
味
の
サ
ー
ビ
ス
袋

″
か
ら
と

り
だ
し
た
よ
い
フ

ン

イ
キ
と
い
う
気
体
を
バ
ラ
ま
い

た
と
き

に
こ
そ
よ

り
多
く
の
観

光

客
を
フ

ル
サ
ト
ヘ
誘
致
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
よ
う
。

（
観
光
係
）
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